
（投稿様式２） 

水 土 里 レ ポ ー ト  

投稿月日 令和８年５月13日(水) 

タイトル 「ふるさとクリーンウォーク2026」 

水土里レポーター名 奥瀬堰土地改良区  工藤 亨 

 

令和８年５月１日（金）、十和田市立法奥小学校および十和田湖小学校の全校児童を対象

に「ふるさとクリーンウォーク2026」を開催いたしました。 

本活動は、地域の農業用施設の水源である十和田湖や奥入瀬渓流での散策、清掃活動を通

じて、郷土の特色や水と自然の役割について学習することを目的としています。当日は、青

森県上北農林水産事務所、奥入瀬渓流ボランティアガイドの皆様と一緒に現地での解説など

を交えながら活動を行いました。 

 

児童たちは法奥小学校を出発し、石ケ戸休憩所へ到着。奥入瀬渓流ボランティアガイドの

方から奥入瀬渓流の成り立ちなどについて説明を受けた後、渓流周辺を散策しました。 

 

【石ケ戸休憩所で学習する児童】            【奥入瀬渓流散策】 

 

  散策後は十和田湖小学校の体育館へ移動し、「十和田湖クイズ・ミッション」を実施。児

童たちは協力してクイズに挑戦し、楽しみながら学びを深めている様子でした。 

【奥入瀬渓流の滝はいくつ？ミッション】       【法奥小・十和田湖小集合写真】 



   

その後、十和田湖休屋地区へ移動して清掃活動を行う予定でしたが、あいにくの雨天によ

りやむなく中止とし、十和田ビジターセンターの見学へと予定を変更しました。 

同センターには、火山活動によって形成された十和田湖の地形ジオラマをはじめ、四季の

彩り、地域の伝説、動植物の生態など、自然の不思議を学べる展示が数多くあり、十和田湖

と人々の暮らしとの深いつながりについても理解を深めることができました。 

 

【十和田ビジターセンター見学の様子】 

 

 

 

 

 

 

見学後は、休屋から子ノ口まで遊覧船に乗船し、帰路につきました。 

 
【遊覧船で休屋から子ノ口へ】 

  

 

 


